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見通 しがつけられるかもしれな い ｡ 以上cJjよ















































ることは意味が深い｡ しかしながら,検 査 所
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palm も Vascular-Spiderも軽快 し,いわゆ
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私共の成績に おいても, 梅 毒 血 清 反 応
(wasserman'sreaction,ガラス板法)陽性者





























1958 50才 男 心臓血管性梅毒
728
第 4巻 第4号
1959 55才 男 心臓血管性梅毒
1960 40才 男 ′′ 〝
68才 男 ′′ ′
1961 38才 女 〝 ′
1962 49才 男 神経梅毒










1955 130 53.1% 7.2%
1958 268 45.2 8.4
1959 286 40.9 7.7
1960 352 37.5 11.4
1961 361 22.9 5.9
1962 272 37.5 4.9

























































































































































































東 南 ア ジ ア の 医 学
Table 4 GeneralTendencyofVenerealDiseasesinThailand
Theoriginofthereport Syphilis Gonorrhea


















































- 9 5 - 731



































































































多 く, 医PTrt]-の 数が 少ないので, たい-んな





































の人たち-のお願いであるが,医 師 も合 め
Paramedicalworkerの人たちを, もう少 し
ふや していただきたい｡もう一つは研究の由
である｡いまのところ,実際の仕事に追われ,
研究ができないということもあるが､その施
設 もほとんどない｡-カ所でもよいから,こ
ちらからある程度援助 してでも,彼 らの研究
しやすいものを提供 し,そこで彼 らの間に,
｢研究 していく｣という気運が高まってい く
ことになれば,さいわいと考える｡
酉占 貢 (京都大学医学部附属皮膚病特別研
究施設) :廉についての話ばかりして申 しわ
けないが,この機会に,厚生省と侮外技術協
力事業団にお願いがある｡それは願の研究者
の数からいって,世界でも,日本ほどの数 を
もっている田はない｡ところが,その研究者
がなかなか海外-行きに くいような状態にあ
る｡日本の療養所の先生方が動きやすいよう
な状態を,ぜひつ くっていただきたい｡私の
ところは,いま教授,助教授,助手は一一人ず
つである｡助手の席がひじょうに少ないため
に,多 くの希望者があっても,その人を研究
室に迎えることができない.何か適当な機閑
があり,奨学金で 1年なり2年なり,覇.聖を
もつ若い先生の生活をサポー トして研究する
一門97- 733
